
2 0 1 4 年 2 月 5 日 2 1 時 0 3 分

印刷 メール

長谷川三千子氏の追悼文全文長谷川三千子氏の追悼文全文長谷川三千子氏の追悼文全文長谷川三千子氏の追悼文全文

　神にささげるお供へもののほとんどすべては、人間がもらつても嬉（うれ）しいものばかり

である。上等の御神酒（おみき）は言ふに及ばず、海山の幸やお菓子の類……。或（あ）ると

き神社の奉納のお祭りをごく真近（まぢか）で拝見する機会があつたとき、ちやうどお昼を食

べそこねて空腹で、目の前を運ばれゆくお供物に思はず腹が鳴つて恥ずかしかつた記憶があ

る。あゝ、さぞや神さまも美味（おい）しく召上るだらうなあ、と思つたものである。

　しかし神にささげることはできても、人間に供することは決してできないものがある。自ら

の命である。よく陳腐な口説き文句に「君のためには命をささげる」などといふセリフがある

が、言ふ者も聞く者も、そんなセリフを文字通りに信じはしない。もしも本当にさう言つて、

女の前で割腹自殺する男がゐたら、（よほどの毒婦でないかぎり）喜ぶ女はゐないであらう。

下手をしたら、精神的打撃をかうむつたと言つて遺族に賠償を請求するかも知れない。人間

は、人の死をささげられても、受け取ることができないのである。

　人間が自らの死をささげることができるのは、神に対してのみである。そして、もしもそれ

が本当に正しくささげられれば、それ以上の奉納はありえない。それは絶対の祭りとも言ふべ

きものである。

　野村秋介氏が二十年前、朝日新聞東京本社で自裁をとげたとき、彼は決して朝日新聞のため

に死んだりしたのではなかつた。彼らほど、人の死を受け取る資格に欠けた人々はゐない。人

間が自らの命をもつて神と対話することができるなどといふことを露ほども信じてゐない連中

の目の前で、野村秋介は神にその死をささげたのである。

　「すめらみこと　いやさか」と彼が三回唱えたとき、彼がそこに呼び出したのは、日本の

神々の遠い子孫であられると同時に、自らも現御神（あきつみかみ）であられる天皇陛下であ

つた。そしてそのとき、たとへその一瞬のことではあれ、わが国の今上陛下は（「人間宣言」

が何と言はうと、 日本国憲法 が何と言はうと）ふたたび現御神となられたのである。

　野村秋介氏の死を追悼することの意味はそこにある。と私は思ふ。そして、それ以外のとこ

ろにはない、と思つてゐる。

（仮名遣いは原文のまま）

朝 日 新 聞 デ ジ タ ル に 掲 載 の 記 事 ・ 写 真 の 無 断 転 載 を 禁 じ ま す 。 す べ て の 内 容 は 日 本 の 著 作 権 法 並 び に 国

際 条 約 に よ り 保 護 さ れ て い ま す 。
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長谷川三千子氏の追悼文全文：朝日新聞デジタル http://www.asahi.com/articles/ASG256WMVG25UCVL016.html
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